
金
海
古
蹟
志
血
管
廿
四

り
。
兵
庫
が
淡
せ
し
年
月
は
)
い
ま
だ
詳
か
た
ら
4
1
0

小
松
遺
文
民

兵
庫
の
判
書
あ
り
。
共
の
第
。

従
=
中
納
言
様
-
御
鷹
之
纏
雁
一
つ
塩
嶋
一
つ
拝
領
、
議
而
=
致
頂
戴
-

候
。
誠
恭
仕
合
、
其
加
至
極
奉
v
存
候
。
御
前
可
v
然
様
被
=
仰
上
-
可
v
被

下
候
。

熊
樺
兵
庫
助

中j

弓
九
月
四
日

御

合

所

衆

按
宇
る
に
、
右
は
盛
安
三
年
怠
る
ぺ
し
。
此
の
判
書
に
擦
れ
ば
、
兵

庫
助
と
稀
し
た
る
か
。
但
し
寛
永
十
六
年
六
月
金
樺
週
火
事
定
曹

に
、
定
火
呑
衆
と
記
載
有
候
内
に
熊
揮
兵
庫
と
有
り
て
、
兵
庫
助
の

名
外
に
見
h
占

y
o

。
青
山
将
監
邸
跡

此
の
邸
は
‘
熊
穆
兵
庫
の
奮
邸
た
れ
ば
、
熊
津
大
助
退
去
の
後
、
'
青

山
氏
の
居
邸
と
成
り
た
る
も
の
也
。
或
は
一
宮
ふ
O

青
山
氏
は
、
代
々

越
中
魚
津
械
を
預
り
居
り
J

股
誠
に
付
金
津
へ
来
り
、
此
の
邸
地
を

賜
ふ
と
。
按
や
る
に
、
魚
津
古
今
記
に
1

青
山
氏
寛
永
四
年
に
金
津

へ
引
越
す
と
云
ふ
と
あ
り
。
然
れ
ば
初
め
他
所
に
て
居
邸
を
賜
は
り
、

後
愛
に
移
縛
し
た
る
た
る
べ
し
。

家
を
稽
ぎ
.
魚
津
城
代
を
勤
む
。
後
盟
後
と
一
式
ひ
、
一
冗
和
元
年
に
渡

す
。
共
の
子
盟
後
正
次
家
を
縫
ぎ
.
魚
津
城
代
を
勤
む
る
慮
、
綾
城

と
成
り
、
寛
永
四
年
に
金
津
へ
引
越
す
。
と
い
へ
り
。

O
膏
山
鵜
監
侮
跨

加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
一
式
ふ
o-
背
山
崎
府
監
の
持
鎚
は
、
虎
の
皮
の

投
鞠
也
。
此
の
鑓
は
将
軍
家
御
鎚
百
本
の
内
の
一
本
也
。
脇
坂
淡
路

守
殿
の
れ
の
皮
の
投
鞘
は
、
百
本
の
内
の
二
本
也
と
去
ふ
。
或
時
横

闘
停
太
夫
、
殿
中
御
規
式
の
時
御
飾
に
付
.
爾
品
の
御
鑓
の
敷
を
算

へ
見
し
に
、
虎
の
皮
は
九
十
丸
本
、
結
の
皮
は
九
十
八
本
有
v
之
と
、

石
野
知
太
夫
話
也
。
と
あ
り
。
叉
懐
恵
夜
簡
に
云
ふ
。
背
山
将
監
老

後
陽
庚
公
の
御
前
へ
出
ら
れ
‘
色
々
御
明
有
v
之
。
年
寄
候
て
は
‘
餅

給
ぺ
申
事
築
の
よ
し
申
候
問
、
給
候
や
う
に
と
御
意
v
被
成
、
御
前
に

て
下
さ
れ
し
慮
、
歯
無
b

之
ゆ
ゑ
喰
切
事
不
v
成
。
く
は
へ
候
て
、
引
き

被
v
下
候
へ
ぽ
‘
永
〈
成
り
て
切
れ
候
時
、
鼻
頭
へ
へ
た
と
付
き
た

り
。
御
近
習
の
見
小
姓
と
ら
え
か
ね
吹
出
し
笑
ひ
け
り
。
陽
腕
公
勝

監
が
鉢
を
御
覧
被
ν
成
.
務
課
被
v
遊
‘
勝
監
退
去
の
後
御
意
被
'
成
。

か
や
う
に
御
用
に
も
相
立
候
者
老
衰
し
、
只
今
は
餅
さ
へ
給
ぺ
か
ね
・

候
緋
に
罷
成
る
と
被
昌
岡
山
召
-
候
得
者
‘
御
落
涙
被
ν
遊
な
り
。
左
ゃ
う

金
海
古
蹟
志
巻
サ
四

五

。
青
山
佐
渡
守
吉
次
健

吉
次
は
青
山
氏
の
元
組
に
て
.
青
山
奥
三
と
稀
し
、
越
前
府
中
に
於

て
利
長
卿
に
奉
仕
し
、
武
功
に
依
っ
て
温
三
宝
府
せ
ら
る
。
慶
長
一
一
一

年
四
月
廿
日
利
家
卿
養
老
し
給
ひ
、
利
長
卿
鎚
封
し
給
ふ
に
依
っ
て
‘

此
の
目
従
三
位
中
納
言
に
昇
進
し
給
ひ
、
背
山
奥
三
吉
次
・
岡
崎
帯

三
郎
一
吉
叙
僑
し
、
吉
次
は
佐
渡
守
に
任
じ
、
二
宙
は
備
中
守
を
奔

任
す
と
、
前
間
四
代
由
紀
・
菅
葡
録
・
菅
君
雑
録
等
'
に
見
ゆ
。
求
醤
紀

談
に
も
、
利
長
様
御
家
老
之
路
大
夫
は
、
前
回
釣
馬
守
・
青
山
佐
渡

守
・
片
山
伊
賀
守
・
・
太
問
但
馬
守
、
此
の
四
人
緒
大
夫
に
被
a
仰
付
-
由

山
城
申
す
J

と
あ
り
。
三
州
芯
古
城
考
位
、
天
五
十
三
年
越
中
我
が

封
内
と
成
り
‘
瑞
能
公
背
山
佐
渡
を
し
て
婦
負
郡
城
生
械
を
守
ら
し

む
。
と
見
え
、
魚
涼
古
今
記
に
、
新
川
郡
魚
滞
の
城
代
は
、
実
正
年

中
区
青
山
佐
渡
守
婦
負
郡
城
生
按
よ
り
引
越
し
入
城
也
。
佐
渡
守
は

初
名
奥
三
、
知
行
高
一
高
四
千
石
共
又
一
高
七
千
石
共
云
ひ
‘
内
二

千
石
奥
力
三
入
有
之
ο
腿
長
九
年
利
長
卿
富
山
城
に
隠
居
し
給
ひ
‘

十
四
年
三
月
十
七
日
常
山
町
出
火
し
‘
城
中
阿
秘
す
。
佐
渡
守
父
子

魚
棒
よ
り
馳
せ
行
き
、
利
長
卿
魚
津
披
へ
御
移
り
、
十
月
迄
御
臨
被
v

成
。
同
十
七
年
六
月
晦
日
伎
渡
守
魚
津
に
て
卒
去
。
嫡
男
興
三
長
次

の
心
付
も
無
v
之
笑
候
事
、
不
噌
た
る
儀
と
御
叱
り
被
'
遊
候
よ
し
。

左
註
に
‘
陽
庚
公
の
隼
慮
、
今
二
百
年
の
後
に
承
り
て
さ
へ
涙
を
落

す
oe
ま
し
定
ま
の
あ
た
り
此
の
事
を
承
り
、
何
れ
か
涙
を
務
さ
ど
ら

ん
や
。
と
い
・
へ
.
り
。

O
露
宗
超
雲
寺

東
荻
毘
宗
道
場
也
。
貞
享
二
年
由
来
書
に
云
ふ
。
東
末
寺
寺
内
超
雲

寺
‘
文
明
五
年
賓
普
建
立
、
先
祖
能
美
郡
清
水
村
に
居
住
、
寛
永
七

年
東
末
寺
看
坊
を
本
寺
よ
り
被
昌
申
付
一
寺
内
在
v
之
。
と
記
載
す
。
按

宇
る
に
、
鍛
冶
町
長
徳
寺
由
来
書
に
も
、
文
明
五
年
賀
普
建
立
.
元

能
美
都
清
水
村
に
在
v
之
、
後
金
滞
へ
移
制
押
す
。
と
あ
り
て
、
共
の
来

隠
全
く
同
じ
。
さ
て
、
此
の
超
雲
寺
は
、
寛
永
以
来
束
末
寺
の
地
内

に
あ
り
し
を
、
明
治
鹿
務
の
後
青
山
氏
の
邸
跡
へ
移
縛
し
て
堂
宇
を

建
立
せ
り
。

O
小

塚

町

・

金
部
事
蹟
必
鍬
に
-X
ふ
。
由
比
氏
の
懐
息
夜
穏
に
‘
寝
間
兵
蹴
光
組

早
道
の
俄
有
之
臓
に
‘
屋
敷
は
小
坂
町
堀
内
一
部
叔
筋
肉
と
あ
り
。
今
は

宗
叔
町
と
の
み
唱
へ
て
、
小
塚
町
と
不
v
云
。
と
あ
り
。
按
』
す
る
に
、

小
塚
町
の
名
は
.
小
塚
氏
の
居
邸
あ
る
故
に
呼
ぴ
初
め
た
る
な
る
べ
.

五




